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大上地区社協の平成 27年度総会が開催される 

本年度も重点施策の 4つの矢をもって活動を展開 
一の矢：近所づくりと高齢者見守りのための ふれあいの集い活動 

二の矢：子どもの安全のための 登下校見守り活動 

三の矢：孤立しない・孤立させないための 火曜喫茶店活動 
四の矢：元気な高齢者づくりのための おしゃべりいっぱい健康増進活動  

大上地区社会福祉協議会（略して大上地区社協）の平成 27 年度総会は、 

４月 18 日（土）午後 1 時から大上自治会館において開催された。当日は 

会員 223 名のうち 72名が出席（別に委任状が 113 名）し、笠間市長を 

始め多数の来賓を迎えて青理事の司会進行で進められた。 

総会は、木村副会長の開会のことばから始まり、市ノ澤会長から『大上地 

区社協は設立 10 周年を迎え、皆様の手元にお届けした“設立 10年のあゆ 

み”を刊行して一つの区切りとし、これからも地域福祉の拠点として更に充 

実した活動をしていきたい。』という挨拶に続いて来賓の笠間市長から『大 

上地区社協の活動は良く存じ上げており、地域に密着した活動は、今後も大いに期待してい

ます。』との挨拶を頂き、そして市社協の増田会長、地元選出の市議会の増田議員、内山議員、

大上自治会の増田会長から挨拶を頂いて議事に入った。 

 議事は、中澤理事が議長に就いて第 1 号議案の平成

26 年度の事業報告から始まり、会計報告と会計監査 

報告、役員の改選、27年度の事業計画案と予算案の 

4 つの議案が審議さ

れ、4 案とも原案通

り賛成多数で可決承

認され、新任の髙橋

副会長の閉会のこと

ばで2時間にわたる

総会は終わりました。 

続いて出席者による 

懇親会が催され、お互いに親睦を深めてい

ました。また当日は、先の県議選で当選さ

れた地元選出の綱嶋議員も駆けつけて下さ

り、議事の途中ながら挨拶を頂いた。 

 大上地区社協は、本年度も見出しにある

通り昨年度に引き続いて４つの矢を更に充

実させた活動を展開していく事が決まりま

した。会員の皆さんの積極的な参加を期待

しています。なお、現在の大上地区の人口

は 8,460 名、世帯数 3,580 戸、そのうち

避難行動要支援者 216名、75 歳以上の高

齢者は 840 名で高齢化率 9.93％です。 
 
 
 

挨拶される笠間市長、増田会長 

７２名が出席した総会と挨拶する市ノ澤会長（右上） 

 

 


